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第２四半期累計期間の連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、2018年５月９日に公表した2019年３月期第２四半期累計期間（2018

年４月１日～2018年９月30日）の連結業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

記 

１．2019年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正 

（2018年４月１日～2018年９月30日） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 240,000 6,000 4,500 2,000 36.40 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 236,000 7,000 5,500 4,000 72.80 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4,000 1,000 1,000 2,000 

増 減 率（％） △1.7 16.7 22.2 100.0 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（2018年３月期第２四半期） 243,218 10,392 9,535 5,150 93.73 

（注）当社は、2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。 

前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

２．修正の理由 

当第２四半期累計期間において、売上構成改善などにより、リテールソリューション事業の業績が

損益面において当初の想定よりも堅調に推移したことから、前回発表予想に比べて営業利益及び経常

利益が改善する見込みとなりました。また、投資有価証券売却益約５億円を計上したことや、税金費

用が当初の想定よりも減少したことなどから、前回発表予想に比べて親会社株主に帰属する四半期純

利益が大幅に改善する見込みとなりました。 

これらを踏まえ、第２四半期累計期間の連結業績予想を上記のとおり修正いたしました。 

３．2019年３月期通期（2018年４月１日～2019年３月31日）の連結業績予想 

2019年３月期通期の連結業績予想数値につきましては、不確定要素も多いことから、現時点におい

ては2018年５月９日に公表した数値を据え置いております。今後、業績動向等を精査し、修正が必要

な場合には、直ちにお知らせいたします。 

※ 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が公表日現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

 ― 以 上 ― 


